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2.8.経営情報システム学講座 
97 
2.8.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 菅原 光政 
 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
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職名： 准教授 氏名： 竹野 健夫 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
アプリケーション総論，情報科学の世界，基礎教養入門・キャリアデザインⅠ, 情報システム演習 A/B/C，情報シス
テムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論１, ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，特別ゼミナール，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情報学
特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Takeno, T., Horikawa, M., Sugawara, M., Ohba, M.: Price Setting for Fresh Agricultural Product at the 
Farmer’s Market, Proceedings of the 18th International Symposium on Logistics, pp. 530-536, 2013 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における滞留時間を用いた価値弾力性の応用，日本ロジステ
ィクスシステム学会第１６回全国大会予稿集，pp.201-204，2013 
2) 竹野健夫，菅原光政：かんばんを用いた組立工程におけるロス検知の研究，平成２５年度日本経営工学会秋季研
究大会予稿集，pp. 208-209，2013 
3) 武田真季，竹野健夫，菅原光政：知的障害特別支援学校における教材管理支援システムの構築，情報処理学会大
76 回全国大会予稿集，2014 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費（基盤研究(C)）生鮮品を取り扱う販売物流を対象とした新しい在庫管理方式の提案（研究課題番号：
23510173）2011～2013 年度 
2) 科学研究費（基盤研究(C)）生産・流通経路を遡及追跡する新たな品質保障システムの提案（研究課題番号：
20305288）2012～2014 年度 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
学生支援本部副本部長 
(b) 学部/研究科の委員会 
該当なし 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) 産地直売所における情報技術の活用（産直センターあかさわ） 
2) 岩手県私立幼稚園ポータルサイトの構築（岩手県私立幼稚園連合会） 
3) NPO 活動支援のための情報技術の活用（NPO 善隣館） 
4) 地域子育て支援拠点施設ネットワークプロジェクト（岩手県保健福祉部児童家庭課） 
5) 商店街におけるイベント支援システムの構築（材木町商店街振興組合） 
6) 水産物流通における業務支援システムの構築（丸和水産・阿部魚店） 
7) 老舗呉服店におけるネットレンタルの運用（きものたかち代） 
8) 酪農における情報技術の活用（滝沢村農林課） 
9) 郷土文化アーカイブシステムの開発（花巻ふるさと遺産研究所） 
10) 福祉相談業務における情報技術の活用（高齢者総合支援センター） 
11) ソーシャルメディアを活用した観光情報配信システムの構築（滝沢村観光協会） 
12) 農産物加工品のマーケティング支援システムの構築（東北エンジニアリング） 
13) Bluetooth を利用した位置測位技術の提案（株式会社 ERi） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営工学会論文誌編集委員・同エリアエディタ(生産マネジメント領域) 
2) 日本経営工学会東北支部評議員 
3) International Symposium on Logistics の International Advisory committee 
4) 日本経営工学会平成 23 年度秋季研究大会座長１件 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
作業員が指示された仕様に合わせて部品を選択し取り付ける作業が行われている工程を考える．これらの工程で
は，異なる部品を取り付けるといったミス（以下，本稿ではロスと呼ぶ）を防ぐために DPS(Digital Picking System) 
が導入されているが，作業が指示通りであったかの確認自体は作業員に任されている場合が多い．先行研究にて，
部品供給に用いたかんばんを利用し，かんばん収容数毎に部品の消費数と工程を通過した仕掛品の数の比較を行う
ことにより，作業員から独立したロスの検知の仕組みを提案した．一方で，ロスの種類，およびその組み合わせの
影響については課題として残された． 
上述の問題に対する解決策の第一ステップとして，ロス検知を行わない状況（かんばん収容数が無限大）での発生
するロスの組み合わせを離散マルコフ連鎖とみなしモデル化を行った．構築したモデルに対して，個々のロスの発
生確率がモデルの挙動に及ぼす影響について数値的に明らかにした．部品Ａを部品Ｂと間違えるといったロスの発
生確率が，同じである時に収束する状態の推定が難しくなることが判った． 
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職名： 講師 氏名： 植竹俊文 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，ソフトウェア演習 C，情報システム演習 A/B/C，情
報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
企業情報システム特論，ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，特別ゼミナール，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情報学特
別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 藤野一也，植竹俊文，岡本東，堀川三好，菅原光政：福祉相談業務支援システムを用いた情報活用方法の提案，
情報処理学会第 124 回情報システムと社会環境研究発表会，2013 
2) 藤野一也，植竹俊文，岡本 東，堀川三好，菅原光政：福祉相談業務支援システムの構築と事例の活用，情報処
理学会大 76 回全国大会予稿集，2014 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費（基盤研究(C)）生鮮品を取り扱う販売物流を対象とした新しい在庫管理方式の提案（研究課題番号：
23510173）2011～2013 年度 
2) 科学研究費（基盤研究(C)）生産・流通経路を遡及追跡する新たな品質保障システムの提案（研究課題番号：
20305288）2012～2014 年度 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 学生・広報委員会（学部） 
2) 入試実施委員会（学部） 
(c) 学生支援 
該当なし 
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(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) 産地直売所における情報技術の活用（産直センターあかさわ） 
2) 岩手県私立幼稚園ポータルサイトの構築（岩手県私立幼稚園連合会） 
3) NPO 活動支援のための情報技術の活用（NPO 善隣館） 
4) 地域子育て支援拠点施設ネットワークプロジェクト（岩手県保健福祉部児童家庭課） 
5) 商店街におけるイベント支援システムの構築（材木町商店街振興組合） 
6) 水産物流通における業務支援システムの構築（丸和水産・阿部魚店） 
7) 老舗呉服店におけるネットレンタルの運用（きものたかち代） 
8) 酪農における情報技術の活用（滝沢村農林課） 
9) 郷土文化アーカイブシステムの開発（花巻ふるさと遺産研究所） 
10) 福祉相談業務における情報技術の活用（高齢者総合支援センター） 
11) ソーシャルメディアを活用した観光情報配信システムの構築（滝沢村観光協会） 
12) 農産物加工品のマーケティング支援システムの構築（東北エンジニアリング） 
13) Bluetooth を利用した位置測位技術の提案（株式会社 ERi） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営診断学会東北部会事務局(2012 年度-) 
2) 日本経営診断学会東北部会研究発表会 司会１件 
3) 情報文化学会東北支部大会 司会１件 
4) 情報文化学会 学会誌 査読２件 
5) 日本経営工学会 論文誌 査読１件 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
福祉相談業務における情報技術の活用 
近年，福祉相談業務の現場では，相談案件の増加による相談員一人あたりが抱える案件の増加や相談内容の多様化が問
題となっている．そのため，相談事例の一元管理による業務効率化や負担軽減および相談事例の分析による相談傾向の
明確化など，情報技術を用いた相談業務支援の体制づくりが必要となっている．本研究では，対象団体の相談員を対象
に現状調査を行い，福祉相談業務における事務処理の効率化と相談事例の管理および収集された事例の活用を目的とし
た情報システムを構築し，事例活用としては，相談傾向分析とあいまい検索の二つの機能を提案した．提案システムは
協力団体に導入を行っており，3年間の運用から得られた成果を報告した． 
  
